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（3）

整理番号 重点２-３

重点項目検討シート

項目 地域における安心・安全の取組み

2 検討内容
相次ぐ自然災害が発生する昨今、これまで以上にコミュニティのつながりが重要となるこ
とから現在の防災体制の状況を確認し、地域における必要な取組みを考える。

事前質問等

（1）

自主防災組織について、その設立状況と活動の概要を説明してください。

（2）

市役所、消防、学校、病院、コンビ二など具体的な連携状況について説明してください。

（2）

・自主防災組織等活動支援助成事業
・出前講座や防災学習会等による学習支援

（3）

・自助・共助の精神が醸成され、地域での自発的な取組みの展開を期待
・組織率の向上
・地域のつながり・結びつきの重要性を再認識され、自主防災活動によるコミュニティの維持や
　復活を期待

今後さらに地域が連携して安心・安全に備るために、どのような課題があり・市はどのような取組み
をする必要があるか。

担当課 基地・防災課

担当課による回答

（1）

・昭和３６年　「災害対策基本法」の制定により位置づけ
・災害の防止並びに被害軽減を図るため、自分達の地域は自分達で守るという精神に基づく自発的な組織
　（恵庭市地域防災計画一般災害編第４章第４節より）
・平成７年阪神・淡路大震災以降、自助・共助・公助の考えから、災害に対して地域で協力しあう組織として
　全国的に展開
・平常時：①防災に関する地域の普及　②地域の安全点検　③資器材の整備　④防災訓練の実施　等
・災害時：①情報の収集・伝達　　　　　 ②避難誘導　　　　　③初期消火・救助活動　④避難所の運営　等
・恵庭市の組織率：８３％（６２町内会・自治会の内３９組織)
　（ex 平成２９年度　全道５６．２％　／　全国８２．７％）
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